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だ、という意識は無かった、と述べる (IS.453 u.465f.)。国制(Verf assung) 
レヴェルでのドイツ的自由(DeutscheFreiheit)とは、 「ドイツ国民の神聖口
ーマ帝国(dasHeilige Romische Reich Deutscher Nation)Jを構成し、帝国
















































deputat ionshauptschlus， 1803年)と、ライン連邦(Rhei nbund， 1806年)の結成を
経て消滅し、嘗ては300有余存在した帝国等族のうち、小規模の貴族・騎士・
都市領や、教会諸領は陪臣化(Medi a ti s i e rung)や世俗化(Sakularisation)され
て中小諸国家に併合される。そして、 1815年に始まったヴィーン会議でドイツ
































倫の理念の現実態(Rph~ 257) Jとしての「国家j を考察することの一環、或い










































1) vgl. Haym，R. Hegel und seine Zeit， Berlin 1857. (Hildesheim 1974) 
2) vgl. Ilting， bes.S.102 




5) vgl. Riedel 
6) エーストライヒ、 203頁以下
7) vg l.Bruf ord， p. 297f f. 
8) Huber， S.26 
9) ハルトゥング、 227頁
















































































的に (ref1 ekt i erend)見出したその内容を、自分の対象として実現しようとす
る(vgl. Rph~~34-5) 。そのような特殊意志としての当事者達は、互いに「自立

















































































































































ということである (RphH5Anm. ) Jと、表象されてしまうなら、その自由は、特
殊性と対立し、 一切の特殊性を否定してしまう re.定的自由、ないしは悟性の

























































































































































































der Pol izeistaat) (Hom H12) Jとも呼ぴ、また、 「市民社会を顧慮した普遍
者の活動Betatigung(GrS.587)Jとも述べているように、普遍者としての国家





























性を獲得することを、つまり、 「欲求と享受というÉlè斤友i1f~)を(in S i ch
[ e f1 e kt i e r e n)特殊性Jとしての、利己的な目的と、特殊な諸個人の所有権(
抽象的権利)という 1M象的な法的(recht 1 i ch)普遍性Jとの、ふたつの契機










































































































計の配慮( r特殊的偶然性に対する配慮 (Rph~252) J )を挙げている。これら
の配慮についての、検討は次章で行なう。ここでは、ヘーゲルが、これらの配




「コルポラツィオーンは社会を組織化し (organis i eren)、大きな圏(Kre i s)
の中の小さな圏を作る。この時、誰も個々人としては存立しない。……国家に
於ては、市民は共同体の成員(einGlied eines Gemeinwesens)であるべきなの
















































(Unabhang i gke i t)を有さないものである、ということができる。
ヘーゲルがコルポラツィオーンに、それによる自治とそれに対する管理とを


























裁判所を設けることに参加すること、を意味した。 J(Bd. 4， S.1164) 
4)講義の中でヘーゲルは、次のように述べている、即ち「人倫的なものは、
ただ単に国家の普遍性という形式に於て顕現せざるをえないばかりではな


























































































































































































































身分の性格を帯びる (Hos. 625) J 0 rイギリスでは地所が、工場生産ふうに(
fabrikmasig)利用されるべき素材と見倣され、もっと高い割合〔で生産
物を〕







































































ある、という認識を示す。 そして、 ヘーゲルは、 他方で、行政に携わる市民層



















































穿余する (RphH87)Jに過ぎないからである (Vgl. RphH99)。即ち、
「この身分は、自分が粛らし享受するものを、主として8分8身に、即ち自










得る (GrS.519)0 J 
そして、この身分に於る諸個人を結びつけているのは、欲求の体系という形
式的普遍性であり (vg1. Rph H5 7)、また、欲求に発する利己心である。それ故、
商工業身分としての個々人は商工業身分に属する者としては、普遍的なもの
を目的とした活動を行なっていることの相互承認一一身分の誇りの獲得ーを
















































































ラツィオーンを「諸特権(Pri v i 1 egien) (Rph ~ 252Anm. ) Jの付与されるものとし






















































族j としての市民社会(Rph ~239 ， vgl. ~238) の、成員に対する義務と権利とし
て挙げたものを、 言い換えたものであるということである (vgl. Rph~238) 。即
ち、家族の長(Haupt)が、 妻子のために、生計に配慮し、家族の存続を図るこ
と(vgl. RpbH71)、そして、市民社会に関しては諸個人、ないしは成員の諸権






















法律として(gesetz 1 i ch)作成された規定(RphI252Anm.)Jであるとし、通常、









pht251) J 。そして、その活動は、 普遍的な 目的の実現に寄与するものであ る
ことが、普遍者によっても「承認されている (Rph~ 253) J 。 一一
ヘーゲルが、コルポラツィオーンの権利は、 行政活動とい う「公的威力の監










geo rdne t e (Ganz e) )へ、 〔国家という〕上位の全体は監督を行わなくてはなら
ない。と言うのは、 〔その監督が行われなければ〕コルポラツィオーンという
全体はややもすれば硬直化(verknocbert)し、自分の殻に閉じこもってしまう(






































































































































































諸原則(dieGrundsatze des deutschen offentlichen Recht)は、……現実に









































































































者を「認証し、任命すること (Rph~288) J 、全体を見渡す視点から、各自治体


























5) Huber， S.120 
6) ハルトゥング、 331頁以下
7) Heffter， S.91 
8) Heffter， S.92f. 
《市民》
ヘーゲルは、市民社会に於る市民(Bt1rger，bourgeoi)を「自分自身の利益を
目的とする属的λ務(Privatpersone~ (Rph ~181)J と規定する。つまり、市
民とは、先ず、所有の権利能力 (Rechtsfahigkeit)を遂行して、抽象的権利を
実現する者としての人格であり、所有物を獲得して自分の特殊な目的を実現す






















有り方(Wes en t 1 i chke i t)を成すからである。人聞はこの〔身分という〕幹(Veド
band)を離れては、個別的な者、私的な者であって、身分の特殊性を通じて人






































民にして初めてこの関係を有する (GrS.472)J 。 一一
公民とは普遍的なものの実現を目的として活動する者であるということ、こ
のことは確認して置かねばならない。ヘーゲルによると、公民は「公的生(of-
fentl iches Leben) Jを生きる者であり、この生にあっては「普遍者の内に於
る、普遍者のための生が目的であり、……個人は普遍的な生のために公的人格















































































































































理さ (verwalten)れる (WaH41) J。
ヘーゲルは、コルポラツィオーンが、行政活動の監督下で、特殊な要件の管
理を行なうことによって、成員と国家との聞に内面的結び付き一「人倫的側











































































「善(RphH 42) Jであるところの義務も「本質的なものとしてJ i現象する (G




























































雄に関して、 i s)執行権 (0)普遍的なものの特殊なものへの反省的帰還(Re-
















































































t a t) (Wa. 144Anm. ) Jもされた上で一一君主権に帰属している。また、ポリツァ
イとの分離に関しても、ヘーゲルは次のように述べて、行政官僚と司法官僚と
? ?? ? ?「





於て、 合流しもする (GrS.689f.)J 。
司法活動をヘーゲルは特殊(事件)を普遍(法律)の許へ包摂することとし
て捉える。また、判決が効力を持って市民の中に行なわれるためには、法廷に



















































































































































































統ーされたものとして為される、と見倣されている (vgl. RDb~276) 。この時、
特殊な権力の活動を遂行する官僚は、その職務や権限の行使を、全体の政治的
























































政治的体制 (diepolitische Verfassung)の成果としてである、と考える (vgl. 
Rph~268) と共に、この愛国心が政治的体制の存立を支える、と考える。ヘー
ゲルは愛国心を、 一般に理解されがちな[符別並み外れた(auBerordentlich)
献身や行為に駆り立てられる気分(Rph ~268Anm.)J とは区別して、 「日常の
状態や生活関係の中で共同体を実体的基礎および目的として知ることを習いと








































































1) Huber， S.336f. 
2) フィーアハウス、 376頁以下。
3)，4) Huber， S.315f. 
5)ハルトゥング、 238頁以下。
6) Ri tter， bes. S.192f. 
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